                          北八ヶ岳ＸＣスキーツアー

（日程）

    ９９年３月１２日（金、業後）～１４日（日）２泊３日

（内容）

    北欧の森のような北ヤツで、薪ストーブのある山小屋に泊り、山とバックカントリースキーを

    楽しもう！ （日光が雪不足の為、計画変更）

（参加者）

    藤野、松本、国見、松田、平野、畠田、谷野、鈴木       

（行程記録）

   集合：7時、青山Ｂ２

   出発：8時（国見車と畠田車。 残業者を待っていた為出発は遅れるが、夕食を吉野屋で済ます）

   ロッジ満天星着：１１時半 （近くまで行くもなかなか見つからず）、

       夜の打合わせ後、消灯１時半（コッコさん、クミさんいない為、定時に消灯）

１３日（土）

   ロッジ発：7時２０分（朝食は、持参のおにぎり）、メルヘン広場着：7時４０分

   メルヘン広場出発：8時（雪の閉鎖国道２９９号を歩く、天候は快晴、雪がきゅっきゅっと鳴く。

       すばらしい！ 既に北欧の世界！アニマルトラッキングが多数！リュックにスキーを固定し、軽快  

       に上がる。この姿がカッコイイと賢ちゃんも国見のスキーを付ける。（重たくなるのに馬鹿みた 

       い）ヤヤと賢ちゃんは、時間があるとすぐ雪合戦を始める。 幼稚なやつらだ。ちーちゃんは、し

       きりに雪を食べる。ぼくと藤さんと一男さんは、休憩毎チビチビ飲む。珍しくまっちゃんが、一

       人で先行し、見えなくなる。（こんなに天気がいいのに寒かったと・・作ちゃんみたい）国ぼうは、

       相変わらずみんなの為に写真撮影。

   麦草ヒュッテ着：１０時１５分  薪ストーブのパチパチいう玄関でお茶のもてなしを受ける。

      （ここの、バイトの娘達は、実に健康的でかわいいのだ、笑顔の雪焼け顔と白い歯が素敵で、愛想

       よくて、親切で、うちの会のメッチェンとはえらい違う、とまっちゃんが言っていた！

       写真とっとけばよかったなあ、まっちゃん）

       個室に案内され、出発の準備をして玄関集合、各自スキー（ヘビーツーリング用のＸＣスキー）

       をレンタルするも、ちーちゃんは自信がなく、スノーシューを借りるがやっぱしみんなと同じが

       いいらしく、スキーに変更。

       11時、白駒池目指してツアーに出発、ツーリングスキーを履いて、リュック背負って みんなカ

       ッコイイ。白駒への分岐で藤さんが、雪ダルマに豊満な胸を付けて遊んでいた。どうやら、

       モデルは、ヤヤじゃないらしい。

  白駒池着：１２時、湖上は完全に雪原となり自由に歩ける。森のなかのきれいな所。（この池は、日本

       最高所にある最大の池）さあ、ランチだ。今回の呼び物の一つ、ガーリックバターを塗った温か

       いフランスパン、シチュー、ワイン、純白の雪を被った湖、紺碧の空、 静かな森、そして風の音、

       至福の一時を気の合う仲間で過ごす、この喜びと感動。

       ランチの後は、思い思いに湖上の雪原でＸＣスキーや昼寝を楽しむ。

  白駒池発：３時、まっちゃん、賢ちゃん、ややちゃんは、高見石を目指す、その他は、麦草を経て、

       オトギリ平へスキーツーリング続行。気合の入ったおじさん２人（藤さん、 一男さん）が先行し、

       ４時４０分、白銀の森オトギリ平に到着。夕方で、一層美しさを増した景色に一同感激。記念写

       真を撮るが、ジーパチの時、ぼくは、つぼ足で戻る途中 腰まで雪に埋まって、脱出不能となった。

      スキーの威力を改めて知った。   

  麦草ヒュッテ着：５時３０分、ほぼ同時に、高見石Ｇも戻った。（高見石小屋で珈琲飲んでいたらしい）

       先行のおやじ2人は、既に炬燵で赤い顔、他の者は、夕食ぎりぎりに戻ったが 全員揃って夕食。

       ビールと日本酒で乾杯、山小屋の食事風景は凄まじくワイワイ言ってあっという間に終わる。

       さて、夕食後、各自好きなことをし、薪ストーブの前で漫画を読む者、森の動物のビデオを見る

       （寝てたけど）者、その内、部屋に集まり反省会開始。石炭炬燵にみんな足を突っ込み馬鹿話に

       花が咲くのは、いつもの通り。

       消灯：9時 （山小屋の為、強制消灯）メッチェン２人と賢、まっちゃんが同室。

１４日（日）

 起床：5時３０分、ぼくは、幼年部の部屋に行ってちーちゃんの布団に入ったら、ちーちゃんはとても

       喜んだ。また、ヤヤは、その夜かなり悶えたらしくピアスとか指輪とかその辺に散乱していた。

      （なぜか賢は、恥ずかしそうに布団に潜ったままだった。）

       そして、若いやつらは、寝起きが悪いのがいかん。青年部は、ぱっと起きるのだが・・

 朝食：6時２０分、ヤヤは、牛乳が無いと言っていたが、本人は、牛のように朝からよく食べていた。

      （夜、ピアス飛ぶほど悶えれば腹もへるだろう）

 下山：７時４０分出発、ちーちゃんは、スノーモビルで送ってもらえることになり、我々を見送った。 

       日中温度が上昇し、融けた雪が早朝の冷え込みで凍りつくので、これをヒールフリーのＸＣスキ

       ーで滑るのはなかなか難しい。

       途中、ちーちゃんに抜かれる。しかし、途中の休憩所で我々を待ってくれており、リュックを

       モビルに載せてくれたので、その後は、空身で快適に滑降できた。

メルヘン広場着：9時     無事全員到着。

      この後、藤さんが、必死に探した朝から開いている温泉に入って、9時５０分出発、北府中駅に

      １２時１０分に到着。ややちゃんも無事、午後の予定に間に合い（小屋の親切やみなさんの協力も

      ありました）  とても楽しいツアーは、終了しました。      

（トピックス）

   ・あれほど楽しみにしていたよー子さん、当日体調不良で不参加（やはり、こういった北欧ムードと

      フレンチには縁がないのか）、服まで購入していたなっちゃんも仕事で駄目、主婦コッコは、子供

      の行事が入り駄目、悔しい思いをしたメンバーがいましたが、ちーちゃんは、事前に休暇を取るな

      ど万全の態勢で望み、参加できたことをまず、おめでとう、と言いたい。（過去２回、病欠不参加）

·  合宿初参加の藤さん、とても楽しんでいた。しっかりした「山と魂」で、酒、体力、気力とも抜群

  （我々を上回るほど）で、痴力も十分備えておられ（我々と同じくらい）、 間違いなく同志である。

· まっちゃんは、スラックスにボストンバッグさげて登場、藤さんは、ニッカー履いてワカンぶら

  下げて登場、なんとまあこの対照的なスタイル。 どう考えても同じ所に行くとは思えない。

  まっちゃんは、ＴＰＯを間違えているが、本人は都会的だと思っているらしい。

· クレジットカードの自慢、ぼくは「山と渓谷だ」と言ったところ、国見は、「日本野鳥の会」だった。いづれにしても妙なクレジットカードを持っている。なんとなく垢抜けないところが趣味的でよろし。ちなみに両方ともカードの文字は漢字だったが、ぼくのは毛筆体なので、ぼくの勝ち。

· フランスパンに大量にガーリックバターを塗ってみんな食べた為、食堂ではにんにく臭いグループと思われた。

· ヤヤは、今回新品の山靴だったが、購入時、店に備えの靴下を履いて試着し、そのまま靴下を履いて帰った。（こういうのを万引きではなく、万履きという。またヤヤは、足はあまり感じないタイプ

のようだ）

· 例のもち焼き網が、またまた大活躍。こんがり焼けるこの威力はすごい。まっちゃんのクルマを

上回る会の大切な物となりそう。（ちなみに、一枚２５０円だった、これを見つけたぼくに感謝して

ほしいものだ） なお同様の仕組みのもので、個人山行向きの小さいのが山の店にある。

· 一男さん、おみやげを大量に買ったはいいが、レジに忘れて出発間際に、店の人がクルマまで走っ

  て持ってきた。そしてもう一人極めつけ、ヤヤは、何と財布を忘れて、続けてまた一人、店の人が

   駆けつけた。いやはや、めでたい人が多いグループだ。（今回は、本当に山小屋の人とか、店の人

   とか他人の親切に救われた旅だ）

· ちーちゃんは、スキーが苦手なため、スノーモビルに乗れてよかった！

· 国ぼうは、スキーを蹴りながら滑らせていたところ、谷に落ちて行った！でも回収出来てよかった。  

（ちなみに落ちていったのは、国ぼうではなくスキー）

· ぼく、「ヤヤ、おまえ、そんなことしよったらヤヤやないで、ワヤになるぞ！」

まっちゃん、「おれやったら、ヤヤになるなら、ワヤのほうがええわ」   ヤヤは、この会話聞いて

ても怒りもせず、ウーパールーパーみたいな顔してぽやんとしてた。 ぼくは、まっちゃんの言葉と、言われてもぽやんとしていたヤヤが、もう滅茶苦茶面白かったけど、この“ワヤ”、西日本の人しか意味が通じないらしい。（ヤヤが、ぽやんとしていたはずだ）

     山の豆知識 ～ ・レトルトパックは、皿を汚したくなければ、そのままあつあつで食べれる。また

                     上 半分位の不要な部分を切るとスプーン等の武器ですくい易くなり、食べ易い。

                    （ただし、底にマチがないものは、ずーと手で持っておくか、転倒リスク覚悟でな

                      んかに寄りかからせておくことになる）

                    ・冬はやはり、寒冷地用のプロパンミックスのカートリッジを使うべし 

                 ・バックカントリースキーとは、所謂ゲレンデ以外（オフピステ）のスキーを指し

                   クロカン、山スキー、テレマークスキー等のヒールフリー（踵が浮いて歩き易い

                   構造）のスキーをいう。特に、クロカンはノルディック、ゲレンデスキーは

                   アルペンと呼び、オリンピック等の競技でも区別される。

                                                                                     おわり                                                                                                                                                                            

